
様式第二号の八 (第人条の四の五関係 )

(第 1面 )

提出者

住 所 佐賀県多久市多久町7575

氏 名 真生工業株式会社

代表取締役社長 中島 功

(法人にあつては、名称及び代表者の氏名 )

電話番縄10952-71-9010

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成 したので、提出します。

産業廃棄物処理計画書

令和 5 年 6 月 16 日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

真生工業株式会社事 業 場 の 名 称

催 髪 狩 移 期 群 与 蜀随 孫 律 軒
ヽ
か Ⅲ沼や 互麻 く

)事 業 場 の 所 在 地

令和5年4月 1日 ～令和6年 3月 31日計 画 期 間

当該事業場において現に行つている事業に関する事項

職別工事業 (設備工事業を除く)

別紙のとお り

③ 従 業 員

① 事 業 の 種 類 D07

② 事 業 の 規 模 402000000円

数 22名

④産業廃棄物の一連
の 処 理 の 工 程

-516:21

(日 本工業規格



(第 2面 )

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

【前年度 (令和 4 年度)実績】

別紙の とお り 別紙のとお り産業廃棄物の種類

t t排  出  量

(こ れまでに実施 した取組 )

特になし

①現状

【目標】

別紙のとお り産業廃棄物の種類

tt排  出  量

(今後実施する予定の取組 )

特になし

②計画

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

(分別 している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

特になし
①現状

②計画

産業廃棄物の分別に関する事項

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組 )

特になし

別紙のとお り



【前年度 (令和 3 年度)実績】

別紙のとお り産業廃棄物の種類

tt

自ら再生利用を行つた

産 業 廃 棄 物 の 量

(こ れまでに実施 した取組 )

特になし

①現状

【目標】

別紙のとお り産業廃棄物の種類

t t

自ら再生利用を行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

②計画

自ら行 う産業廃棄物の再生利用に関する事項

(今後実施する予定の取組 )

特になし

【前年度 (令和 4 年度)実績】

別紙のとお り産業廃棄物の種類

tt

自ら熱回収を行つた

産 業 廃 棄 物 の 量

tt

自ら中間処理により減量 した

産 業 廃 棄 物 の 量

(こ れまでに実施 した取組 )

特になし

①現状

【目標】

別紙のとお り産業廃棄物の種類

t t

自ら熱回収を行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

t t

自ら中間処理により減量する
産 業 廃 棄 物 の 量

(今後実施する予定の取組 )

特になし

②計画

自ら行 う産業廃棄物の中間処理に関する事項

(第 3面 )

別紙のとお り

別紙のとお り

別紙のとお り

別紙のとお り



【前年度 (令和 4 年度)実績】

別紙のとお り産業廃棄物の種類

t t

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行った

産 業 廃 棄 物 の 量①現状
(こ れまでに実施 した取組 )

特になし

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙のとお り

tt

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

(今後実施する予定の取組 )

特になし

②計画

自ら行 う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 (令和 4 年度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙のとお り

tt

t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 t

t

再生利用業者への

処 理 委 託 量 t

t

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 t

t t

全 処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行 う業者への

処 理 委 託 量

①現状

(こ れまでに実施 した取組 )

特になし

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

(第 4面 )

別紙のとお り

別紙のとお り

別紙のとお り



②計画

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙のとお り

全 処 理 委 託 量
t t

t t

t t

t t

t t

(今後実施する予定の取組)

特になし

※事務処理欄

(第 5面 )

別紙のとお り



(第 6面 )

備考

1 前年度の産業廃棄物の発生量が1,000ト ン以上の事業場ごとに 1枚作成すること。

2 碧該年度の6月 30日 までに提出すること。

3「 当該事業場において現に行つている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額 (前年度実績)、 建設業の場合における元請完成

工事高 (前年度実績)、 医療機関の場合における病床数 (前年度末時点)等の業種に応 じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④オF幻 には、婆該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまでの

一連の処理の工程 (当 該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入すること。

4 「自ら

問処理を
処理を行

中

間

ら

中

ｏ

自

ら

と

＞９

ン９

ン
」

行
行
う

産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、

に際して熱回収を行つた場合における熱回収を行つた産業廃棄物の量と、自

とによつて減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入するこ

5

6

「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数 として、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第 6条のH第 2号に該当する者)への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の 3の 3第 1項の認定を受けた者)であ

る処理業者への焼去R処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者
への焼却処理委託量について、前年度実績、日標及び取組を記入すること。

それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該木関に 「別紙のと

お り」 と記入 し、当該欄に記入すべき内容を記入 した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が 3以上あるときは、前年度実績及び 目標の欄に「別紙のとお り」 と記入 し、当該欄に記入

すべき内容を記入 した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がない とき

イま、 「―一」を記入すること。

7 ※欄は記入 しないこと。
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【環境管理組織図】
吉Б  F弓 主な業務内容

一般事務 (伝票管理)

経理、購買、積算、見積、営業、環境文書の管理

解体工事、廃棄物収集・運搬

設備の維持管理

【受入可能産業廃棄物】

廃棄物の収集・運搬      がれき類、ガラス陶磁器、ウクリートくず

廃棄物の中間処理、最終処分  金属くず、廃プラスチック類

処分場の維持管理       木くず、紙くず、繊維くず

設備の維持管理

【受入可能産業廃棄物】

廃棄物の収集・運搬      がれき類、ガラス陶磁器、石膏ボード

廃棄物の中間処理 (選別)  金属くず、廃プラスチック類

設備の維持管理        木くず、紙くず、繊維くず

事 務 部 門

工 事 部 門
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様式第二号の人 (第 人条の四の王関係別紙 )

(第 2面 )

(第 3面 )

(第 4・ 5面 )

の抑制に関す る事項

【前年度 (令和 4 年度)実績】

①現状 産業廃棄物の種類 がれ き類 木 くず

り,  出  量

【日標】

②計画 産業廃棄物の種類 がれ き類 木 くず

排   出  量

自ら行 う産業廃棄物の再生利用 に関す る事項

【前年度 (令和 4 年度)実績】

①現状 産業廃棄物の種類 がれき類 木 くず

ら

産 業 棄 の 量

【目標】

②計画 産業廃葉物の種類 がれ き類 木くず

産 の 量

自ら行 う産業廃乗物の中間処理に関す る事項

【前年度 (令和 4 年度)実績】

産業廃棄物の種類 がれ き類 木くず

①現状 ら
業 の 量

白ら中 Fo¬処理に よ り減量 した

産 業 廃 棄 物 の 量

【目標】

産業廃棄物の種類 がれき類 木くず

②計画 自ら熱回収 を行 う

産 業 廃 葉 物 の 量

白ら中間処理により減量する

産 業 廃 乗 物 の 量

自ら行 う産業廃莱物の埋立処分又は海洋投入処分に関す る事項

【前年度 (令和 4 年度)実績】

産業廃棄物の種類 がれき類 木 くず

①現状
自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行 つた

産 業 廃 乗 物 の 量

【目標】

産業廃葉物の種類 がれ き類 木くず

②計画
自ら埋立処分又は

海洋投入処分 を行 う

産 業 廃 莱 物 の 量

す る事項

【前年度 (令和 4 年度)

産業廃葉物の種類 がれ き類 木くず

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への

処 理  委 託  量

①現状 再生利用業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

絢
への量

秘
絡
託

蝶
術
委

獅
嘘
理

誰
知
処
目標】

産業廃莱物の種類 木 くず

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への

処 理  委 託 量

再生利用業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の

熱回収 を行 う業者への

処 理 委 託 量

②計画

がれ き類













































様式第二号の人 (第人条の四の五関係)

(第 1面)

提出者 全国農業協同組合連合会長崎県本部

大村果汁工場

住 所  長崎県大村市宮の原 2丁 目704
氏 名        工場長 中尾 真仁

(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

電話 番 号    0957-55-1111

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成 したので、提出します。

産業廃棄物処理計画書

令秀日 5年 6月  1日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

全国農業協同組合連合会長崎県本部 大村果汁工場事 業 場 の 名 称

長崎県大村市富の原 2丁 目704事 業 場 の 所 在 地

計 画 期 間 令和 5年 4月 1日 ～令和 6年 3月 31日

[10]飲 料 。たばこ 。飼料製造業①事 業 の 種 類

21億 5千万円②事 業 の 規 模

60名③従 業 員 数

④産業廃棄物の一連
の処理の工程

別添 図 廃棄物処理フローシー ト (現状) 参照

当該事業場において現に行つている事業に関する事項

~56-5
(日 本産業規格



(第 2面 )

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙のとお り

排   出  量 3, 003t t

① 現状
(こ れまでに実施 した取組)

汚泥の脱水により排出を抑制した。

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙のとおり

排  出  量 3, 556t t

②計画
(今後実施する予定の取組)

汚泥の脱水による排出の抑制の実施。

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

工程毎に発生したものを、それぞれ分別・保管する。

別添 産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

表 3産業廃棄物の種類別発生・処理状況 (令和 4年度)参照

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

特になし。
②計画



(第 3面 )

自ら行 う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行つた

産業廃棄物 の量
t t

① 現状
(こ れまでに実施した取組)

特になし

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量
t t

②計画
(今後実施する予定の取組)

特になし

自ら行 う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

産業廃棄物の種類 汚泥

自ら熱回収を行つた

産業廃棄物 の量
t t

① 現状
自ら中間処理により減量した

産業廃棄物の量
625t t

(こ れまでに実施 した取組)

汚泥の脱水によリワF出 を抑制した。

【目標】

産業廃棄物の種類 汚泥

自ら熱回収を行 う

産業廃棄物 の量
t t

自ら中間処理により減量する

産業廃棄物の量
1, 200t t

(今後実施する予定の取組)

汚泥の脱水による排出の抑制の実施

②計画



(第 4面 )

自ら行 う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つた

産業廃棄物 の量

t

① 現状

(こ れまでに実施 した取組 )

特になし

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

t

②計画

(今後実施する予定の取組)

特になし

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙のとお り

全 処 理 委 託 量 丹町紙の とお り t t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
t t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
別紙のとお り t t

① 現状
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
t t

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

t t

(これまでに実施した取組)

産業廃棄物処理委託先の現地確認



(第 5面 )

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙のとお り

全 処 理 委 託 量 別紙のとお り t t

t t

別紙のとお り t t

t t

t t

(今後実施する予定の取組 )

産業廃棄物処理委託先の現地確認

※事務処理欄



(第 6面 )

備考

1 前年度の産業廃棄物の発生量が1,000ト ン以上の事業場ごとに 1枚作成すること。

2 当該年度の6月 30日 までに提出すること。

3 「当該事業場において現に行つている事業に関する事項」の欄は、以下に従つて記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額 (前年度実績)、 建設業の場合における元請完成

工事高 (前年度実績)、 医療機関の場合における病床数 (前年度末時点)等の業種に応 じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程 (当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入すること。

4 「自ら行 う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行 うに際して熱回収を行つた場合における熱回収を行つた産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行 うことによつて減量した量について、前年度の実績、日標及び取組を記入すること。

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第 6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の 3の 3第 1項の認定を受けた者)であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、日標及び取組を記入すること。

6 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が 3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。

7 ※欄は記入しないこと。
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図 廃 1〔物処劇!フ ローシート(現状)

発生源 廃  乗  物 処 理 ・ 処 分

―一一―――→  廃棄物処理の流れ 委託処理部分の範囲

[製造フローシート図1]

[製造フローシート図4]
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[製造フローシート図2] 2)03ビ Ot/年

再生利用(堆肥化 )

再生利用(飼料)

再生利用(堆肥化)
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脱水汚泥汚泥脱水施設

α)蛍光管
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―シート図3]
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別 添

1.産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

(1)責任者及び管理組織図

統括責任者
所  属

職・氏名

全国農業協同組合連合会長崎県本部大村果汁工場

工場長 中尾 真仁

廃棄物担当者

組 織 名 業務グループ

職。氏名 業務グループリーダー 中尾 真仁

組織人数  5名

役

害J

工場環境管理委員会

○廃棄物処理に関する検討

廃棄物の発生抑制・再生利用・中間処理・適正処理の推進・計画的

な廃棄物の管理運営を行う上で必要な事項を検討する。

・委員長一工場長  ・委員―関連部署GL・ 審査役・副審査役・調査役

・事務局一業務グループ

廃棄物処理統括責任者

○廃棄物処理方針策定

○工場の産業廃棄物管理規定の策定・改廃

O廃棄物処理に関する各種事項の決定・承認

廃棄物管理担当者

○廃棄物処理計画の作成

○廃棄物管理状況の把握と改善策の検討

○産業廃棄物処理施設の運転・維持管理状況の把握

○処理業者。再生利用業者の調査・選定及び管理

○委託契約の締結

○産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物管理票の交付・管理

○監督官庁への各種報告

O従業員。関連会社に対する教育・啓発

○その他関係する事項

廃棄物管理組織

関連会社

工場長(廃棄物処理統括責任者)

工場環境管理委員会

廃棄物処理

担当者

品質管理グループ

廃棄物管理

責任者

業務グループ 製造グループ

産業廃棄物
処理責任者
技術管理者

廃棄物処理

担当者

各生産ライン



(2)管理体制の3虫イ監

①管理体制(組織)

工場内の各部署と協力して、廃棄物処理に対応するための横断的な組織(大村果汁工場環境管

理委員会)を設置する。この組織には、工場長の常時参加及び品質管理部門の参画を図る。

②管理方法

廃棄物管理規定及び廃棄物化回避のための製品設計規定の作成について検討する。

(3)教育・研修

発生する廃棄物の種類・発生状況。処理方法・処理に関する留意事項を整理し、従業員に定期

的に教育。研修等を行う。

○管理職環境管理研修

調査役以上の職員を対象として、工場等において発生する産業廃棄物の管理、工場等において

排出される排ガスや排水の管理に係る法制度について、改正が行われる毎に実施する研修制度

O廃棄物処理基礎研修

全ての従業員及び関係業者を対象として、廃棄物関係法令。関係官庁の指導方針を周知・徹底

するための教育・研修制度

○廃棄物担当者実務研修

各製造ラインにおける廃棄物担当者を対象として、廃棄物の取扱いの実務研修制度

(4)情報公開

廃棄物処理に関する信頼性を確保するため、廃棄物の発生。分別・再生利用状況について情報

の公開に努める。

2.廃棄物の処理に関する事項

(排出の抑制・分別。再生利用に関する事項を含む)

(1)基本的事項

①産業廃棄物の適正処理を確保するため、関連する法令、その他の規則を遵守するととも1こ行政

の環境対策に協力する。

②発生した産業廃棄物は自ら処理する事を原則とし、処理業者に委託する場合であつても、収集

運搬から処分に至るまで確認し的確に管理する。

③最終処分量の削減。再生利用量の拡大等について数値目標及びその達成時期を定め実施する。

また、これら処理に関する日標及び計画は、定期的に必要な見直しを行う。

④廃棄物の処理について次に掲げる事項を実施し、また関連会社にも必要な指導を行う。

発生抑制     ・工程内リサイクルを推進する。

・発生抑制を考慮した製造方法を検討する。

再生利用     ・資源化、燃料利用を推進する。

・再生利用ルートを確保する。

中間処理     ・脱水処理効率の向上等による中間処理を推進する。

その他      。処理内容を確認し、処理業者と適正な委託契約を締結する。

・特別管理産業廃棄物の適正処理を確保する。



(2)廃棄物処理の現状

①当工場から発生する産業廃棄物は、原料用果汁の搾汁に伴い発生する植物性残溢のみかん搾汁粕、

びわ搾汁粕、清涼飲料水の製造過程で発生する植物性残澄の茶粕・コーヒー粕と排水処理工程からの

汚泥 (有機性汚泥)等である。

これらの発生量は3,O03t/年であり、そのうち植物性残澄が2,053t/年 (69%)、 汚泥が781t(26γ ))

を占めている。この他木・紙くず、廃プラ類、ガラスくず合計で 168t(5(お )発生している。

当工場から委託処理される産業廃棄物は再生利用が2,373t(飼料 と,610t、 堆肥化443と 、原料35t)、

焼却・埋立処分等4tである。

表2.産業廃棄物処理の内訳(令れ14年度実績)

再生利用量 中間処理量 中間処理後残さ 最終処分量

2,378t 625t 156 t 0蕉

②産業廃棄物の種類別発生・処理状況・廃棄物処理フローシート、廃棄物処理施設の設置状況、

産業廃棄物の種類別性状の説明、産業廃棄物処理の課題は以下のとおり。



表3産業廃棄物の種類別発生・処理状況(令和4年度実績 )

廃棄物の種類

発生源

[
フロー

シート図 〕
性状

(基準量)

t/年

[ 構成 ,ヒ ]

処理方法(現状の工程)

―凡例―

(中 ):中間処理

O:自 己処理

(最):最終処分

● :委託処理

植

物

性

残

さ

(a)茶粕

(b)コーヒー

*白

(c)原料用搾
汁粕

紙飲料工程

図1
生粕状

生粕状

生皮状

21

[ 10′0 ]

茶粕を堆肥化 0

コーヒー粕を堆肥化●

再生利用(堆肥化)0(

再生利用(飼料)0(

422  t/年 )

1,610t/年 )

紙飲料工程

図1

0

[ 0(10 ]

原料果汁工程

図2

2,032

[  6800  ]

汚

泥
(d)有機性汚
泥

り,水処理工程

図 3
泥状

781

[  2600  ]

汚泥を脱水(中)○

781t/年  ⇒  156 t(脱水後 )

有機性汚泥を再生利用(堆肥化)(中 )●

紙
く
ず

(e)紙容器

紙飲料工程

図1 固体

t〕4

[ 100 ]

再生利用(売却)

木
く
ず

①パレット石皮
損

工場全体

固体状

0,0

[  0.0011  ]

破砕 (中)0

イ

プ

フ

類

(g)シャー レ

(h)プラスチッ
ク類

微生物検査

紙飲料工程

図1

固体状

固体状

4

[0.10o]

130

[  400  ]

シャーレを焼却(中)●

香料等の使用済みプラ容器を焼却後

原料として再利用●

ガ

ず妥
く

(i)ビン類 紙飲料工程

図1

固体状 0

[  0.0%  ]

香料等の使用済みビンを破砕(中)0

合  計

3,002

[  1 00rlo ]



表4産業廃乗物の種類別性状の説明

表5産業廃棄物処理の課題

(3)目 標の設定

りF出量が多い植物性残さについては、スクリュープレスによるり

'出

量の抑制が可能であることから

産廃の減量を検討している。

(4)産業廃棄物処理施設の設置状況

当該工場における産業廃棄物処理施設の設置状況を表6に示す。現在汚泥の脱水施設は有機性

汚泥の脱水施設が1施設である。

(a)茶粕 茶飲料製造時の抽出後に発生する植物性残さである。

(b)コーヒー粕 コーヒー飲料製造時の抽出後に発生する植物性残さである。

⑥原料用搾汁粕 原料用果汁の製造時にみかん及びびわを搾汁した後に発生する植物性残さである。

(d)汚泥 工場内で発生した排水を処理する際に発生する汚泥を脱水処理したものである。

(e)紙容器 原材料等の容器で再生紙・熱回収等になる。

(Dパレット破損 パレット等の破損時に発生する木屑`で、再生利用。再生紙原料となる。

(g)シャー レ 製品の微生物検査に使用したプラスチックシャーレである。

(h)プラスチック類 原材料使用後に発生したプラスチック容器類である。

(i)ビン類 製品の製造に使用した香料等の使用済ガラス容器類およびヅンク瓶製品の

飲用後の回収空瓶である。

発生抑制 みかんの搾汁量が年々減少することにより発生の抑制を図る。

しかし、生産状況 (表・裏)や市況により搾汁量が大きく変わる要因あり。

再生利用 ①再利用可能な原材料容器の導入

②植物性残さについては、水分量の調整を行うことで再生利用の推進を行う。

中間処理 発生量の多い植物性残さについては、水分量の調整(脱水・乾燥)機械の導入に

より

'F出

量の抑制を図る。

その他 委託業者との処理方法についての情報交換を行うことにより効率化を図る。



表6産業廃棄物処理施設の設置状況

注)廃棄物処理フローシート(図 5)の汚泥脱水施設の更新

(5)廃棄物の処理に係る情報の収集・管理

定期的に廃棄物関係法令や廃棄物処理技術について情報を収集及び取り纏めを行い、

各従業員に提供する。

(6)中長期的課題

①環境管理・監査システムの導入構築

IS022000シ ステムを参考に工場での管理・監査システムを構築

②自主管理基準の設定

工場における自主的な管理基準を設定し、環境管理レベルの向上を図る。

③環境に係る社会活動への積極的な参加

環境に配慮した製品等の開発など環境イベントの参加・協力を積極的に進める。

施設名
処理対象

産業廃棄物
処理方法

処理能力

(脱水前)

設置年月 日 設置場所

汚泥の脱水施設 1 汚泥 多重円盤方式 33t/日 H。 24.10。 5 工場内



 

 

様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

令和５年 ６月 ２１日  

 

長崎県知事 大石 賢吾 殿 

 

提出者                   

住 所 長崎県諫早市津久葉町1883-43 

氏 名 ｿﾆｰｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀﾏﾆｭﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞ㈱                

    長崎ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｾﾝﾀｰ 

  長崎TEC長 馬場 孝巨 

電話番号 0957-22-7111  

           

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称 
ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング㈱  

長崎テクノロジーセンター 

事 業 場 の 所 在 地  長崎県諫早市津久葉町1883-43 

計 画 期 間 2023年4月1日～2024年3月31日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
①事 業 の 種 類 半導体素子製造業 

②事 業 の 規 模 ウェーハ生産枚数：99万枚 

③従 業 員 数 5,000名 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 
別紙－１ 参照 

(日本産業規格 Ａ列４番) 

 



 

 

(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

 

 

別紙－ ２ 参照 

 

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和４年度）実績】       

産業廃棄物の種類 別紙－３参照  

排 出 量 別紙－３参照 ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

別紙－３参照 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙－３参照  

排 出 量 別紙－３参照 ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

別紙－３参照 

 

 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

・大きくは９種類(汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラ、金属屑、

ガラス屑、木屑、水銀使用製品産業廃棄物)に分別し、固形物につ

いては、更に薬品等付着の有無により細かく分別を行っている。 

・製造ラインから排出される廃液については、廃液の特性を活かした

社内での有効利用を図るために、廃液系統の細分化を行っている 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

・産業廃棄物として排出している物について、有価物化を図って 

いくために、市場のニーズにあった分別を調査し検討していく。 

《有価売却可能な物質の単独回収》 

 

 

 



 

 

（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和４年度）実績】 

産業廃棄物の種類 別紙－３参照  

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
別紙－３参照 ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

別紙－３参照 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙－３参照  

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
別紙－３参照 ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

別紙－３参照 

 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和４年度）実績】  

産業廃棄物の種類 別紙－３参照  

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量 
別紙－３参照 ｔ 

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 
別紙－３参照 ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

別紙－３参照 

 

②計画 

【目標】   

産業廃棄物の種類 別紙－３参照  

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量 
別紙－３参照 ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 
別紙－３参照 ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

別紙－３参照 

 



 

 

（第４面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和４年度）実績】 

産業廃棄物の種類 別紙－３参照  

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 

別紙－３参照 ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

別紙－３参照 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙－３参照  

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う 

産業廃棄物の量 

別紙－３参照 ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

別紙－３参照 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ① 現状 

【前年度（令和４年度）実績】  

産業廃棄物の種類 別紙－４参照  

全 処 理 委 託 量 別紙－４参照 ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
別紙－４参照 ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
別紙－４参照 ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
別紙－４参照 ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

別紙－４参照 ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

別紙－４参照 

 

 

 



 

 

（第５面） 

 ②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙－４参照  

全 処 理 委 託 量 別紙－４参照 ｔ 

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
別紙－４参照 ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
別紙－４参照 ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
別紙－４参照 ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

別紙－４参照 ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

別紙－４参照 

 

 

 

 

 

※事務処理欄   



 

 

（第６面） 

備考 

１  前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。 

２ 当該年度の６月30日までに提出すること。 

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。 

 (1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

 (2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

 (3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

４ 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。 

 ５ 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

 ６ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙-１ 廃棄物処理フロー（第一事業所）

発生源 廃棄物分類

排水処理設備

純水製造設備

一般可燃ごみ

ガラスくず

無機性汚泥

感染性廃棄物

事務所

診療所

処 理 ・ 処 分

無機性汚泥汚泥脱水施設

廃蛍光灯

排水

金属くず

純水

セメント原料

焼却施設 燃え殻（残渣） 埋立処分（管理型）

破砕・分別施設 金属回収

破砕・蒸留施設 水銀・ガラス・金属回収

焼却施設 燃え殻（残渣） 路盤材化

焼却施設 燃え殻（残渣） 埋立処分（管理型）

廃棄物処理の流れ 委託処理範囲

溶融処理

廃油

廃酸

廃アルカリ 焼却施設

焼却施設

燃料化

※助燃剤

中和処理
※中和処理後の汚泥

※カロリー抑制剤

洗浄液に利用 ※有価物

製造工程 破砕・分別施設 プラスチック原料

プラスチック原料化 ※有価物
焼却施設 ※助燃剤

廃プラスチック

原料化 ※有価物

埋立処分



発生源 廃棄物分類

排水処理設備

純水製造設備

一般可燃ごみ

ガラスくず

無機性汚泥

事務所

処 理 ・ 処 分

無機性汚泥汚泥脱水施設

廃蛍光灯

排水

金属くず

廃プラスチック

純水

セメント原料

破砕・分別施設

焼却施設 燃え殻（残渣） 埋立処分（管理型）

破砕・分別施設 金属回収

プラスチック原料

破砕・蒸留施設 水銀・ガラス・金属回収

焼却施設

焼却施設 燃え殻（残渣） 路盤材化

廃油

燃料化

排気設備 廃油（IPA）

※排気中のIPA成分回収

溶融処理

※助燃剤

廃棄物処理の流れ 委託処理範囲

プラスチック原料化 ※有価物
焼却施設 ※助燃剤

廃酸 原料化 ※有価物

別紙-１ 廃棄物処理フロー（第二事業所）

製造工程

中和処理
※中和処理後の汚泥

廃アルカリ 焼却施設 ※カロリー抑制剤

洗浄液に利用 ※有価物

埋立処分



法定管理者

内部環境監査員SCK環境会議

長崎TEC
環境会議

鹿児島

環境推進ブロック

事務局：環境部 環境課 長崎サイト環境係
TEC-EMS推進責任者：TEC長

PM：環境部長

事務局：環境部 環境課

議長：TEC長

山形 大分白石
蔵王

熊本鹿児島 山形 大分白石
蔵王

熊本長崎TEC
GM2025
推進PJ

GM2025推進ＰＪ

PM：製造部門長
事務局：環境部 環境課 長崎サイト環境係
【活動内容】
①GHG（温室効果ガス）排出量削減
②廃棄物排出量削減
③水使用量削減
④VOC（揮発性有機化合物）排出量削減

EMS推進責任者：環境部長

議長：代表取締役

事務局：環境部 環境課

別紙ー２

・公害防止統括者および代理者
・公害防止管理者および代理者(大気)
・公害防止管理者および代理者(水質)
・水質管理責任者
・特別管理廃棄物管理責任者

寺井 光彦
・エネルギー管理者

SSEMSSEM



別紙-３

現状（実績）
2022年度

計画（目標）
2023年度

現状（実績）
2022年度

計画（目標）
2023年度

現状（実績）
2022年度

計画（目標）
2023年度

現状（実績）
2022年度

計画（目標）
2023年度

現状（実績）
2022年度

計画（目標）
2023年度

廃油 ｔ 1,798.4 2,706.7 0 0 0 0 0 0 0 0

廃酸 ｔ 162.3 244.3 0 0 0 0 0 0 0 0

廃アルカリ ｔ 128.9 194.0 0 0 0 0 0 0 0 0

汚泥 ｔ 7,137.0 10,741.9 0 0 0 0 0 0 0 0

廃プラスチック ｔ 486.2 731.8 0 0 0 0 0 0 0 0

金属くず ｔ 41.8 62.9 0 0 0 0 0 0 0 0

ガラス陶磁器くず ｔ 62.0 93.3 0 0 0 0 0 0 0 0

木くず ｔ 7.5 11.3 0 0 0 0 0 0 0 0

水銀使用製品産業廃棄物 ｔ 2.0 3.0

合　計 ｔ 9,826.1 14,789.3 0 0 0 0 0 0 0 0

・廃油、廃酸、廃アル
カリについては社内
で有効利用し、社外
への排出を抑制して
いる。
・汚泥剥離剤導入に
よる汚泥削減。
・環境マネジメントシ
ステムに基づく改善
活動において、薬品
等の投入量削減など
を行い、排出量の抑
制を図っている。

・薬品等の投入量削
減を継続し実施して
いく。
・産業廃棄物から有
価物への移行を継続
して検討していく。
・汚泥剥離剤導入に
よる汚泥削減も継
続。
・廃液処理先の変更
による廃液削減。

― ― ― ― ― ― ― ―

産業廃棄物
の種類

排出量
自ら再生利用を行った

産業廃棄物の量

取組み内容

産業廃棄物の排出の
抑制に関する事項

自ら行う産業廃棄物の
再生利用に関する事項

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った産業廃棄物の量

自ら熱回収を行った
産業廃棄物の量

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物の量

単
位

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項
自ら行う産業廃棄物の埋立処分
又は海洋投入処分に関する事項



別紙-４

現状（実績）
2022年度

計画（目標）
2023年度

現状（実績）
2022年度

計画（目標）
2023年度

現状（実績）
2022年度

計画（目標）
2023年度

現状（実績）
2022年度

計画（目標）
2023年度

現状（実績）
2022年度

計画（目標）
2023年度

廃油 ｔ 1,798.4 2,706.7 1795.3 2702.1 1,795.3 2,702.1 0.0 0.0 3.0 4.6

廃酸 ｔ 162.3 244.3 4.7 7.1 162.3 244.3 0.0 0.0 0.0 0.0

廃アルカリ ｔ 128.9 194.0 16.7 25.2 16.7 25.2 0.0 0.0 112.2 168.8

汚泥 ｔ 7,137.0 10,741.9 4184.2 6297.7 4,318.4 6,499.6 0.0 0.0 0.0 0.0

廃プラスチック ｔ 486.2 731.8 0.0 0.0 46.9 70.6 0.0 0.0 439.3 661.2

金属くず ｔ 41.8 62.9 0.0 0.0 41.8 62.9 0.0 0.0 0.0 0.0

ガラス陶磁器くず ｔ 62.0 93.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

木くず ｔ 7.5 11.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 7.5 11.3

水銀使用製品産業廃棄物 ｔ 2.0 3.0 0.0 0.0 2.0 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0

合　計 ｔ 9,826.1 14,789.3 6,001.0 9,032.1 6,383.5 9,607.7 0.0 0.0 562.0 845.9

優良認定処理業者
への処理委託量

取組み内容

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【2022年度に実施した取組み】

・全委託量の95%以上を再生または熱回収として利用できている。

【2023年度に予定している取組み】

・再生または熱回収業者への委託を継続して実施していく。
・産業廃棄物から有価物への移行を継続して検討していく。

認定熱回収業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

再生利用業者
への処理委託量

認定熱回収業者
への処理委託量

単
位

産業廃棄物
の種類

全処理委託量















様式第二号の人 (第人条の四の五関係 )

1

福岡県福岡市博多区住吉四丁目1番27号―
JS博多渡辺ビル

大成建設株式会社 九州支店
支店長 西河 誠

(法 人にあアうては名称及び代表者の氏名)

電話番号   092-475-5701

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その
他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

産 業 廃 棄 物 処 理 計 画 書

令和5年 6月 20日

長崎県知事  大石 賢吾 殿

氏名

提出者
住所

事 業 場 の 名 称 大成建設株式会社  九州支店

事 業 場 の 所 在 地
福岡県福岡市博多区住吉四丁目1番27号

JS博多渡辺ビル

計 画 期 間 令和 5年4月 1日 から   令和 6年3月 31日 まで

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

資本金   122,142百 万円 完成工事高   125,515百 万円

総数  920人  正社員 559人  その他 861人

① 事 業 の 種 類 建設業・総合工事業・一般土木建築工事業

② 事 業 の 規 模

男可添-1

③ 従 業 員

④産業廃棄物の一連
の処理の工程

4工



2

産 棄物の処理に係る 理 制に関する事項

(管理体制図)(1)当 事業場 における責任及び管理組織図

支店組織

支店環境日標 (廃棄舅分アサl・ 削減等)

支店I景 境委員会

産 出の抑制に関する事項

前年度(  令和 4年度)実績】
産 業 の 種 類 別紙のとおり 別紙のとおり

出 量 t t

イこ した取
①現状 施工計画時において下記事項を検討し、実施可能な項 目を採用してい

る。
・材料の工場加工
・搬入資機材の欄包材料の削減
・代替型枠工法の採用

【日標】
産 業 廃 棄 物 の 種 類 月1 とおり 別紙のとおり

|デ停 出 量 t t

②計画 る予 の

・産業廃棄物の発生抑制を考慮した工法、資材を採痛する。

産業廃棄物の分別に関する

して与ヽる の種類及び分別に関す

①現状 当社の副産物処理要領書に則り、作業所において分別計画を立て実施
した。

男I る予 の の種類 男I イこ る

計画の策定に当っては、地域の産業廃棄物中間処理施設、ジサイクル施
設等の分別品目の受入れ条件を十分考慮し計画する。

統 括 X店長

支店
担当部署
(指導)

安全・環境部 安全環境管理室

建築部 安全環境推進室

土本部 安全環 J琵推進室

作業所
貫仕ぞ 作 業所長

担当者 T得=薬所長か指名

1牛 業 PI組 織

(環境管理関係)

支店長

管理都 建築部 土本部 安全・環境部

作業所長

監理技術者

環境担当者 (兼務) 事務担当者工事担当者

②計画



(第 3面 )

【前年度(  令和4年度)実績】
産 業 廃 乗 物 の 種 類 別紙のとおり 別紙のとおり

自ら再生利用を行つた産業
廃  棄  物  の  量

t t

①現状 (これまでに実施した取組 )

・特になし

【目標】
産 業 廃 棄 物 の 種 類 別紙のとおり 男可紙のとおり

自ら再生利用を行う産業廃
棄   物   の  量

t t

物の再生利用に関する事項らイ子う

のす

【前年度(  令和4年度)実績】

・特になし
後

産 業 廃 棄 物 の 種 類 別紙のとおり 別紙のとおり

自ら熟回収を行つた産業廃
葉   物   の  量

t t

自ら中問処理により減量し
た 産 業 廃 棄 物 の 量

t t

②計画

①現状
(これまでに実施した取組 )

・特になし

【目標】
産 業 廃 棄 物 の 種 類 別紙のとおり 別紙のとおり

自ら熱回収を行う産業廃棄
物    の    量

t t

自ら中間処理により減量す
る 産 業 廃 棄 物 の 量

t t②計画

自ら行う産 の 聞処理に関する事項

(今後実施する予定の取組 )

・特になし



(第 4面 )

【前年度(  令和 4年度)実績】
産 業 廃 棄 物 の 種 類 別紙のとおり 別紙のとおり
自ら堪立処分又は海洋投入処分
を行 つた 産 業 廃 棄 物 の 量

t t

①現状
(これまでに実施した取組 )

。これまでに、自社で埋立処分又は海洋投入処分を行ったことはない。

【目標】
産 業 廃 乗 物 の 種 類 別紙のとおり 別紙のとおり
自ら埋立処分叉は海洋投入処分
を 行 う産 業 廃 葉 物 の 量 t t

②計画

自ら行う産業廃葉物の埋立処分又 に関 る

(今後実施する予定の取組 )

。今後も埋立処分又は海洋投入処分を行う予定はない。

訥年度(  令和 4年度 )

産 業 廃 棄 物 の 種 類 別紙のとおり 別紙のとおり

t t

t t

t t

t t

全 処 理 委 託 量

t t

①現状

に関する事項の 処 の

(これまでに実施した取組 )

・有価物以外は全て中間処理業者に萎託処理しているc

・廃石膏ボードについては、吉野石膏株式会社 (広域認定第62号 )にて
再生利用を行っている。(令和4年度実績 152t)



(第 5面 )

②計画

I目 標】
産 業 廃 葉 物 の 種 類 別紙のとおり 別紙のとおり

全 処 理 委 託 量 t t

t t

t t

t t

t t

(今後実施する予定の取組)

。今後、優良認定処理業者、認定熱回収業者の登録が出来た場合は、登
録業者への処理委託を検討する。
・委託業者には定期的に現地確認を実施する。
・電子マニフエストの運用の為、電子マニフェスト封応可能な処理業者か
ら選定する。
・廃石膏ボードについては、吉野石膏株式会社 (広域認定第62号)にて
今後も再生利用を行う予定

(事務 処 理 欄



(第 6面 )

1前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに1枚作成すること。
2当該年度の6月 30日 までに提出することc

3「 当該事業場において現に行つている事業に関する事項」の欄は、以下に従つて記入するこ
と。
(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること
(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額 (前年度実績)、 建設業の場合における

元請完成工事高(前年度実績)、 医療機関の場合における病床数 (前年度末時点)等の業種に
応じ事業規模が分かるような前年度の実績を記入することも
(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃乗物についての発生から最終処分が終了す

るまでの■連の処理の工程 (当 該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入するこ
と。
4「 自ら行う産業廃棄物の中問処理に関する事項どの欄には、産業廃乗物の種類ごとに、自ら
中FΠ弓処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱曖収を行った産業廃棄物の量よ 自ら
中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、日標及び取組を記入するこ
と。
5「産業廃乗物の処理の委託に関する事項J(ア)欄には、産業廃葉物の種類ごとに、金処理委託
量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律
施行令第6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定
熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の3の 3第 1項の認定を受けた
者)である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行つてい
る処理業者今の焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。
6それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと
おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の種
類が3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に『別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべ
き内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、
「―どを記入すること。
7※欄は記入しないこと。
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廃 棄 物 の 種 類

排出量

掛出豊

自ら再生利用を行つた量

自ら再生利用を桁う量

自ら熱回収を行つた量

自ら中間処理により滅旦する量

自ら熱回収を行つた量

自ら中間処理により滅量する量

自ら埋立処分を行つた量

自ら埋立処分を行う量

全処理委託量

(内 訳)優良認定処理輿者へ処理を姿託した量

〔内駅)再 生処理案者へ処理を受託した量

(内 訳)認定黙回収葉君へ処理を委託した量

(内 訳)認定以外の黙回収慕雪へ処理を委託した量

全処理委託量

(肉 課)優良認定処理集者へ1と理を委託する最

(内訳)再生利用案者へ委託を委託する量

(内訳)認定黙回収実考へ処理を委託する量

(由 訳)認定以外の路回肢案者へ処理を委託した量

3現状(令 手E4年度実績)

p計画(命手d,年度計画)

ひ現状((G和 4年度奥観〕

Э計画 (令 駒 S年度計画 )

0現状(令和4年度宴組)

(2rat薗 (令
=o5年

度計回)

印現状(令和 4年度実績 ,

Э針画(令和争年度計画)

争現状(令和 4年度霙敏)

2)計 画(令和 3年度滸箇)



様式第二号の八 (第八条の四の五関係)

(第 1面 )

産業廃棄物処理計画書

令和5年 6月 2日

長崎県知事    殿

者

所

名

出

住

氏

提

長崎県長崎市若草町4番32

大東建託株式会社

支店長

長崎 支店

水鳥川

(法人にあっては、名 )

電話番号  095-840-0122

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事 業 場 の 名 称 大東建託株式会社  長崎支店

事 業 場 の 所 在 地 長崎県長崎市若草町 4番 32号エスポワール若草

計 画 期 間 令和 5年 4月 1日  から 令和 6年 3月 31日

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

①事 業 の 種 類 D06 総合工事業

②事 業 の 規 模 2,538 百万円 (前年度完工高)

業 員 数 33  人

の一連

汚泥   → 脱水 。調質改良 → 改良土として再生利用又は埋立

がれき類 → 破砕 → 再生砕石として再生利用

廃フ
°
ラスチック→ 破砕Ⅲ圧縮梱包 → 原料、燃料として再生利用

→ 埋立

金属くず → 切断、破砕 → 原料として再利用
紙くず  → 圧縮梱包 → 製紙原料等として再生利用
木くず  → 破砕 → チッフ

°・燃料等として再生利用
力
ざ
ラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず → 破砕 → 再利用または埋立

の処理の工程

-516:-2

(日 本工業規格 A列 4番 )



2

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

・電子マニフェス トの導入。
・古紙のゼロエミッションの取 り組み。
・協力業者へ分別の指導・教育を実施。
・解体現場に於ける金属くずの産廃処理量を削減する。
・広域認定での再資源化促進。
・端材の有効利用による処分量削減。

・古紙のゼロエミッションの取 り組み。
・協力業者へ分別の指導・教育を実施。
・解体現場に於ける金属くずの産廃処理量を削減する。
・広域認定での再資源化促進。
・端材の有効利用による処分量削減。
・工場生産によるパネル化で現場加工を削減。

汚泥

①現状

汚泥

t

画

る の

産業廃棄物の種類 廃プラスチック

【目標】

産業廃棄物の種類 廃プラスチック

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

t

で

328.2   t

排   出  量 353.4   t

【前年度 ( 令和 4年度)実績】

排   出  量

・木くず、紙くず、廃プラスチック、石膏ボード、金属くずの分別を各現場にて実施。
・分別推進看板の現場掲示。
・現場での作業員への直接指導。
・狭小現場での分別の仕組をつくる。

ゝ

の

画

。木くず、紙くず、廃プラスチック、石膏ボード、金属くずの分別を各現場にて実施。

産業廃棄物の分別に関する事項

・分別推進看板の現場掲示。
・現場での作業員への直接指導。



(第 2面)-2

【前年度 ( 令和 4年 度)実績】

金属くず紙くず 木くず 繊維くず産業廃棄物の種類

3.2 t 50.4   tt T18.5 t排   出  量

【目標】

木くず 繊維くず 金属くず産業廃棄物の種類 紙くず

t5 4. 3t1 3. 2 773.7  t 3.4 t拶F  出  量

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項



(第 2面)-3

【前年度 ( 令和 4年 度)実績】

がれき類 コンクリー ト破片産業廃棄物の種類 1)― 卜くず及ぶ陶磁
刀 フ ス く り 、 」 ン ク 石膏ボード

t 1,255。 7 t排   出  量 1 t3 8. 7 92.4  t

【目標】

コンクリー ト破片産業廃棄物の種類 1)― 卜ぐず受 rべ【名I磁
刀 フ ス くヽ つ 、 コ ン ク 石膏ボード がれき類

t排  出  量 149,3   t t9 9. 5 571.3  t

廃棄物の排出の抑制に関する事項



(第 2面)-4

【前年度 ( 令和 4年 度)実績】
【41訴 吊`石三r有 】か 了しき

相
/ス フ アル ト・ コ ン

ク 1)― 卜る庁片・
【在l締百 4ヨ 」刀フス

ぐず、 コンク 1)― ト
【イ=鵬密石 】廃フフ

スチ ック産業廃棄物の種類

H4.7 t160.5 t t5. 2 t排  出  量

【目標】
【在l締冨有」刀 フス

ぐず、 コン′フ1)― ト
【在lお吊信酵ヨ」魔 ノフ

スチ ック
【イニl綿奮石」 /サ れ` き

類産業廃棄物の種類
/ス フアル ト・ コン

ク 1)― 卜破片

tt t排   出  量 t1 7 2. 8

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項



(第 2面)-4

【前年度 ( 令和 4年 度)実績】

混合 (安定型) 混合 (管理型)

フlく銀便用製品産乗廃
棄物 (蛍光管 )

産業廃棄物の種類 【石綿含有】紙くず

t t t t排  出   量

【目標】

混合 (管理型)
アJ(吸 1史 用 製 品 圧 乗 廃

棄物 (賛丼管 )産業廃棄物の種類 【石綿含有】紙くず 混合 (安定型)

t t t排  出   量 t

産業廃棄物のつF出 の抑制に関する事項



(第 2面)-4

【前年度 ( 令和 4年 度)実績】

廃石綿産業廃棄物の種類

t tt t排   出  量

【目標】

廃石綿産業廃棄物の種類

t tt t排  出  量

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項



3

t t

t t

画
る の

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

産業廃棄物の種類

【前年度 ( 令和 4年 度)実績】

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

で に

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 ( 令和 4年 度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

t t

自ら中間処理により減
量した産業廃棄物の量

t t

①現状
で

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

t t

自ら中間処理により減
量する産業廃棄物の量

t t

画
の



4

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

②計画

tt

状

tt

までに

る の

【目標】

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

【前年度 ( 令和 4年 度)実績】

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

・木くず、紙くず、廃プラスチック、石膏ボー ド、金属くずの分別を各現場にて実施。
・分別推進看板の現場掲示。
・現場での作業員への直接指導。

IN/A十N/A

#N/A#N/A

キN/A

汚 泥

t t

tt

状

t

0.O t

0.O t

0.O t0.O t

で

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量

廃プラスチック

【前年度 ( 令和 4年度)実績】

優良認定処理業者
への処理委託量

再生利用業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者
への処理委託量

認定熱回収業者以外
の熱回収を行 う業者

への処理委託量

328,2   t



4 -2

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

― t

t t t t

t t t

【目標】

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

【前年度 ( 令和 4年 度)実績】

IN/A

#N/A

t

t

IN/A   t IN/A   t IN/A      t

IN/A      t IN/A      t IN/A      t

#N/A      t キN/A      t 0.O t十N/A      t

0.O t 0,O t 0.O t0.O t

全 処 理 委 託 量

木くず 繊維くず 金属くず

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

産業廃棄物の種類 紙くず

12.2 t

優良認定処理業者
への処理委託量

再生利用業者への

処 理 委 託 量

718.5 t 3.2 t 60,4  t

【前年度 ( 令和 4年 度)実績】

認定熱回収業者
への処理委託量

認定熱回収業者以外
の熱回収を行 う業者

への処理委託量



4 -3

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

一 t

t t t t

t t t

【目標】

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

【前年度 ( 令和 4年 度)実績】

138.7 t

#N/A      t IN/A      t #N/A      t IN/A      t

IN/A      t IN/A      t キN/A      tIN/A      t

0.O t 0.O t 0.O t 0.O t

0.O t 0.O t 0.O t0.O t

1
産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量

コンクリー ト破片石膏ボー ド がれき類

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

優良認定処理業者
への処理委託量

再生利用業者への

処 理 委 託 量

1,255.7 t92.4  t 530.6   t

【前年度 ( 令和 4年度)実績】

認定熱回収業者
への処理委託量

認定熱回収業者以外
の熱回収を行 う業者

への処理委託量



4 -4

自ら行 う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 ( 令和 4年 度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

t t t t

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

t t t t

の処理の委託に関する事項

【前年度 ( 令和 4年 度)実績】

産業廃棄物の種類
ア

I コ

全 処 理 委 託 量 160.5 t 5.2 t 0.O t H4.7 t

優良認定処理業者
への処理委託量

IN/A      t IN/A      t IN/A       t #N/A t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
#N/A      t IN/A      t IN/A t IN/A t

認定熱回収業者
への処理委託量

0.O t 0,O t 0.0 t 0.O t

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者

への処理委託量

0.O t 0.O t 0.O t 0.O t



4 -4

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

一 t 一 t ― t

一 t ― t ― t

t

t

【目標】

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

【前年度 ( 令和 4年度)実績】

#N/☆

#N/A IN/A キN/A

t

t t t

0.O t 0.O t

0.O t 0.O t 十N/A   t

IN/A      t

0.O t 0.O t0.O t 0,O t

0.O t0,O t 0.O t 0.O t

産業廃棄物の種類 【石綿含有】紙くず

全 処 理 委 託 量

混合 (安定型) 混合 (管理型)

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

優良認定処理業者
への処理委託量

再生利用業者への

処 理 委 託 量

0.O t 0.O t

【前年度 ( 令和 4年度)実績】

認定熱回収業者
への処理委託量

認定熱回収業者以外
の熱回収を行 う業者

への処理委託量



(第 4面)-4
自ら行 う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 ( 令和 4年 度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

一 t ― t ― t ― t

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

― t 一 t ― t ― t

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 ( 令和 4年 度)実績】

産業廃棄物の種類 廃石綿

全 処 理 委 託 量 0.O t 0.O t 0.O t 0.O t

優良認定処理業者
への処理委託量

0.O t 0.O t 0.O t 0.O t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
#N/A      t 士N/A      t #N/A      t IN/A      t

認定熱回収業者
への処理委託量

0.O t 0.O t 0.O t 0.O t

認定熟回収業者以外
の熱回収を行う業者

への処理委託量

0.O t 0.O t 0.O t 0,O t



(第 5面 )

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類 汚 泥 廃プラスチック

全 処 理 委 託 量 0.O  t 853.4  t

IN/A t IN/A t

IN/A t +N/A t

0.O t IN/A t

0,O t 0.O t

(今後実施する予定の取組)

。木くず、紙くず、廃プラステック、石膏ボード、金属くずの分別を各現場にて実
施。
・分別推進看板の現場掲示。
・現場での作業員への直接指導。
・現場作業、現場加工の削減。

※事務処理欄



5 -2

【目標】

金属くず産業廃棄物の種類 紙くず 木くず 繊維くず

13.2 t 773,7   t 3.4 t 5 4. 3 t

十N/A      t IN/A      t IN/A t IN/A   t

IN/A      t IN/A   t IN/A      t十N/A      t

IN/A   t tIN/A      t IN/A       t

0.O t 0.0 t 0,O t t

全 処 理 委 託 量



5 -3

【目標】

がれき類 コンクリー ト破片産業廃棄物の種類
/Jラ ス くア、コンク
1)― 卜くず及び陶磁

石膏ボー ド

t 1,352.l t149。 3  t 9 9. 5 t

十N/A      tIN/A      t IN/A      t ヰN/A      t

IN/A      t IN/A      t IN/A      t IN/A      t

t 0.O tt 0,O t

0.0 tt 0,O t t

全 処 理 委 託 量



5 -4

【目標】

/ス フ アル ト・ コ ン
オノ1'― 卜な府卜子

【在lお吊百伺」刀 フス
くず、 コンク 1)― ト

【イョ綿奮石 】

'テ

とフラ
スチ ック

【イJ綿言石 】ン
'｀

X▼■き
類産業廃棄物の種類

172.8 t 5.6 t 0.O t 123.5 t

IN/A       t #N/A       t十N/A      t IN/A      t

#N/A       t#N/A      t IN/A      t IN/A       t

0,O t 0.O t 0.O t 0.O t

0,O t 0.O t 0.O t

全 処 理 委 託 量

0.O t



5 -4

【目標】

混合 (管理型)
フJく吸 l史用製 品庫 来 廃

華 1オ刀 〔曽半管 Ⅲ産業廃棄物の種類 【石綿含有】紙くず 混合 (安定型)

0,0 t 0.O t 0.O t 0.O t

0.0 t 0.O t IN/A       t IN/A       t

IN/A      t IN/A      t #N/A       t IN/A       t

0.O t t0.O t 0.O t

全 処 理 委 託 量

0,0 t 0.O t 0,O t t



5 -4

【目標】

産業廃棄物の種類 廃石綿 0 0

0. 0 t 0.O t 0.O t 0.O t

0.O t 0.O t 0.O t 0.O t

IN/A      t IN/A      tIN/A      t IN/A      t

t 0。 0 t0.O t t

t t 0,O t 0.O t

全 処 理 委 託 量



(第 6面 )

考

1 前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとイこ1枚作成すること。

2 当該年度の6月 30日 までに提出すること。

3 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額 (前年度実績 )、 建設業の場合における元請完成

工事高 (前年度実績 )、 医療機関の場合における病床数 (前年度末時点)等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程 (当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入すること。

4 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行う1こ際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによつて減量した量について、前年度の実績、日標及び取組を記入すること。

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

6 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―…」を記入すること。

7 ※欄は記入しないこと。



産業廃棄物処理計画内訳

1235

00

00

00

00

00

3,6721

00

3534

132

7737

34

543

1493

995

5713

1,3521

1728

5G

00

⑧直接委託及び
自己処理後委託

処分量

00

⑦自己中間処理
後自己埋立処分
又は海洋投入量

0.0

⑥自己中間処理
後再生利用量

00

⑤自己中間処理
残さ量

00

④自己中間処理
里

00

③自己盲L接埋立
処分又は海洋投

入量

00

②自己直接再生
利用

3,6721

543

1493

995

5713

1,3521

1728

56

00

1235

00

00

00

00

00

①産業廃棄物発
生量

00

3534

132

7737

34

1,2557

1605

52

114

00

00

00

OC

OC

3,4109

前年度の産業廃
棄物発生量

OC

3282

122

7185

32

50コ

138ラ

924

5306

混合 (管理型 )

水銀使用製品産業廃棄物 (蛍光管 )

廃石綿

合計

汚泥

チック

木くず

繊維くず

金属くず

ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず

石青ボード

がれき類

コンクリート破片

アスフアルト・コンクリート破片

【石綿含有】ガラスくず、コンクリート〈ず及び陶磁器(ず

【石綿含有】廃プラスチック

【石綿含有】がれき類

【石綿含有】紙くず

混合(安定型)

廃棄物の種類



産業廃棄物処理計画書

事業場の名称 大束建託株式会社 長崎支店

事業場の所在地 長崎県長崎市若草町 4番 32号エスポワール若草

①当該事業場におけ
る事業の概要

別添のとお り

②計画期間 令和 5年 4月 1日 から 令和 6年 3月 31日

③産業廃棄物の処理
に係る管理体制に関
する事項

別添 「特定排出事業者の産業廃棄物適正処理報告書」
のとおり

④産業廃棄物の排出
の抑制に関する事項

別添 「特定排出事業者の産業廃棄物適正処理報告書」
のとおり

⑤産業廃棄物の分別
に関する事項

別添 「特定排出事業者の産業廃棄物適正処理報告書」
のとおり

⑥産業廃棄物の再生
利用に関する事項

別添 「特定排出事業者の産業廃棄物適正処理報告書」
のとおり

⑦産業廃棄物の処理
に関する事項

別添 「特定排出事業者の産業廃棄物適正処理報告書」
のとおり

備考



様式第二号の八 (第八条の四の五関係)

(第 1面 )

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成したので、提出します。

産業廃棄物処理計画書

)

令和 5年  6月  26日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

長崎県西海市崎戸町蛎浦郷1517番地3

ダイヤソル ト株式会社

者

所

名

出提

住

氏

工場長  迎

(法人にあっては、名称及

伺皇喬舌番手許   0959-35-2345

事 業 場 の 名 称 ダイヤソルト株式会社 崎戸工場

長崎県西海市崎戸町蛎浦郷1517番地3事 業 場 の 所 在 地

令和 5年 4月 1日 ～令和 6年 3月 31日計 画 期 間

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

資本金 1,265百 万円 令和 4年度製品出荷額 8,190百 万円

化学工業 (塩 。化成品製造業)①事 業 の 種 類

②事 業 の 規 模

186名

別紙 1、 2フ ローシー トの通り

③従 業 員 数

④産業廃棄物の一連
の処理の工程

(日 本工業規格 A



(第 2面 )

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 (令和 4年度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙 4の通り 別紙 4の通り

排   出  量 別紙 4の通り 別紙 4の通り

① 現状
(こ れまでに実施した取組)

。木くずについては、パレットを木製からプラスチック製へ変更し、

減量化を図っている。

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙 4の通り 別紙 4の通り

排   出  量 別紙 4の通り 別紙 4の通り

②計画 (今後実施する予定の取組)

前年度に同じ

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

燃え殻、廃プラスチック類、木くず、がれき類、使用済蛍光管、ガラ

ス・陶磁器くず、紙くず、石綿含有廃棄物、混廃 (紙・プラ。繊維く

ず等)、 特別管理産業廃棄物

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

前年度に同じ②計画



(第 3面 )

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 (令和 4年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行った
t t

① 現状
産業廃 物 の量

(こ れまでに実施した取組)

特になし

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う

産業廃棄物 の量
t t

②計画
(今後実施する予定の取組)

特になし

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 (令和 4年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行った

産業廃棄物 の量
t t

① 現状
自ら中間処理により減量した

産業廃棄物 の量
t t

(こ れまでに実施した取組)

特になし

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行う

産業廃棄物 の量
t t

自ら中間処理により械量する

産業廃棄物 の量
t t

(今後実施する予定の取組)

特になし

②計画



(第 4面 )

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 (令和 4年度)実績】

産業廃棄物の種類 燃え殻

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行った

産業廃棄物の量

93. 96t t

① 現状

(こ れまでに実施した取組)

特になし

【目標】

産業廃棄物の種類 燃え殻

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物 の量

103. 82t t

②計画

(今後実施する予定の取組)

特になし

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 (令和 4年度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙 4の通り 別紙 4の通り

全 処 理 委 託 量 別紙 4の通り 別紙 4の通り

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
別紙 4の通り 別紙 4の通り

再生利用業者への

処 理 委 託 量
別紙 4の通り 別紙 4の通り

① 現状
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
別紙 4の通り 別紙 4の通り

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

別紙 4の通り 別紙 4の通 り

(こ れまでに実施した取組)

・燃え殻については委託業者にてコンクリート原料としてリサイク

ル 。

・廃プラスチック類のうち、一部については委託業者にてリサイクル。

・木くずについては委託業者にてマテリアルリサイクル実施。

・使用済蛍光管については委託業者にて金属類・ガラス類を再資源化。



(第 5面)

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙 4の通り 別紙 4の通り

全 処 理 委 託 量 別紙 4の通り 別紙 4の通り

別紙 4の通り 別紙 4の通 り

別紙 4の通り 別紙 4の通 り

別紙 4の通り 別紙 4の通り

別紙 4の通り 別紙 4の通り

(今後実施する予定の取組)

これまでの実施と同じ。

※事務処理欄



(第 6面 )

備考

1 前年度の産業廃棄物の発生量が 1,000ト ン以上の事業場ごとに 1枚作成すること。

2 当該年度の6月 30日 までに提出すること。

3 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

は)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額 (前年度実績)、 建設業の場合における元請完成

工事高 (前年度実績)、 医療機関の場合における病床数 (前年度末時点)等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。

偲)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程 (当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入すること。

4 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、日標及び取組を記入すること。

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」のオ「鋼には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第 6条のH第 2号に該当する者)への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 15条の 3の 3第 1項の認定を受けた者)であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、日標及び取組を記入すること。

6 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が 3以上あるときは、前年度実績及び目標のオ「月に「別紙のとおり」と記入し、当該オ関に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「一」を記入すること。

7 ※欄は記入しないこと。
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0.1l t/年

.29

25.29t/年

2 .4

21.47t/年

000t/年
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紙くず

混廃 l庁発プラ、紙くず、繊維くず)

特管汚泥

特管廃酸

珈

中

亜

図-2廃 棄物処理フローシート



丹孵競-3
廃 棄 物 管 理 体 制

廃棄物管理の推進、指導

工場内協力会社

1.(株)崎戸運送

2.日 本塩回送 (株)崎戸支店

3.(有)伸興テクノス

4西部建設 (株)崎戸出張所

5(株)森電気計装工事

6.(株 )能工

IS014001管 理責任者

廃棄物管理規定の運用状況の評価、指導

公害防止管理者

1.環境分析結果と関連法律・条例を照合し、不適合がないか管理

用件については是正措置を実施2.

最終処分場技術管理者

管理種別
1.燃え殻

工 場 長

副 工 場 長

特別管理産業廃棄物管理責任者

管理種別

1.廃酸

2.廃アルカリ

廃棄物管理責任者

廃棄物管理体制の維持・向上に資する諸施策の企画・実施

1産業廃棄物管理体制、マニュアルの整備

2産業廃棄物置場の名称別管理

3.処理業者の選定 。契約・監査

4.契約書・マニフェスト等の管理

5.環境法規制の管理・通達

6事故発生時の処置

7.教育訓練の実施

廃棄物管理推進者

1.当工場の廃棄物管理体制の整備、及び廃棄物管理業務に対する監理

2子会社・工場内協力会社における廃棄物管理の適正実施、指導

安全環境室長

廃棄物管理主任者

管理種別

1廃プラスチック   9。その他一般廃棄物

2木盾

3.瓦礫類

4.保温材
5廃蛍光管
6.ゴム暦
7.ガ ラス、陶磁器層

・プラ・繊維くず)8.



別紙-4

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

特管汚泥
廃酸

032t

特官乃泥・

序酷

035t

廃乾電池

000t

廃乾電池

000t

汚泥・廃塗料

000t

汚泥・廃塗料

000t

混廃 (紙・ブ
ラ・繊絆(ず )

2147

混屍 (紙・フ
ラ・繊絆 (ず〕

2372t

紙くず

2529t

紙くず

2794t

石綿含有廃
糞物

070t

石編含石屍
華物

077t

保温材

354t

保温材

391t

ガラス・陶磁
器(ず

000t

ガラス・阿磁
果 (ず

000t

使用済蛍光
管

01l t

使用済蛍光
管

012t

がれき

2513t

がれき

2777t

木くず

1633t

木くず

1804t

廃ブラスチッ
ク箱

6236t

廃ブラステッ
ク麺

6890t

燃え殻

3,17958t

燃え殻

3,51309t

産業廃葉物の種類

排出量

産業廃棄物の種類

排出量

現状

計 画

合計

3,33483t

合計

3,68462t

合計

3,24087t

3,15784t

3,13833t

合計

3,58081 t

3,48907t

3,46751t

特管汚泥
庫酪

032t

032t

000t

特膏汚泥
序酪

035t

035t

000t

廃乾電池

000t

000t

000t

廃乾電池

000t

000t

000t

汚泥・廃塗料

000t

000t

000t

汚泥・廃塗料

000t

000t

000t

混屍 (紙・フ
ラ・繊維くず )

2147t

000t

000t

混屍 く紙・フ
号・締雑 (ずⅢ

2372t

000t

000t

紙くず

2529t

000t

000t

紙くず

2794t

000t

000t

石綿含有廃
糞物

070t

070t

000t

石綿含有屍
棄物

077t

077t

000t

保温材

354t

354t

000t

保温材

391t

391t

000t

ガラス・陶磁
器(ず

000t

000t

000t

ガラス・陶磁
器(ず

000t

000t

000t

便用所 蜜光
管

01l t

01l t

01l t

使用済蛍光
管

012t

012t

012t

がれき

2513t

2513t

000t

がれき

2777t

2777t

000t

木くず

1633t

1633t

1633t

木くず

1804t

1804t

1804t

屍フラステッ
イア箱

6236t

2609t

3627t

屍フラステッ
ウ緬

6890t

2883t

4007t

燃え殻

3,08562t

3,08562t

3,08562t

燃え殻

3,40927t

3,40927t

3,40927t

産業廃棄物の種類

全処理委託量

認定熱回収業者以外の熱回
H又 弁行う業者への処理委託量

産業廃棄物の種類

全処理委託量

写生利用茉者への処理委乱

認定熱回収業者への処理委
許Ξ

認定熱回収業者以外の熱回
J又 井行う業者への処理奉託昌

現 状

計 画



令和4(2022)年 度燃え殻排出量、及びマニフェスト交付枚数
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0
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産 業 廃 物 管 手早 台 帳  (津の 石 院燃 身殻 )

四

半

期

発生年月日 廃棄物種類
発  生  量

処理方法 りF出先 埋立処分容量 (ゴ )

重 量 容 量

4

月
;

6

月

22/04/08

22/04/08

22/04/08

22/04/08

22/04/08

22/04/16

小  計

燃え殻 (石炭灰 ) 0,760kg

3,570kg

0.667rだ 埋立て 津の浦最終処分場 0.6671ド

3.132∬

2.377rド

9,772rド

9,325rだ

0.360rだ

25,6321だ

3.132だ

2.377rゞ2,710kg

11,140kg

10,630kg

9.772rだ

9.325rド

0.3601ド

25,632rド

0,410kg

29,220kE

7

月
∫

9

月

22/09/13 燃え殻 (石炭灰 )

小  計

1,090kg

1,090kR

0.956ゴ 埋立て 津の浦最終処分場 0,956だ

0.000刊ド

0.000Bだ

0,000爾

0000rだ

0,956コド

0.000だ

0.0001ド

0.0001ド

0,000だ

0.9561ド

1

0
月

;

1

2
月

22/10/05

22/10/05

22/10/06

22/10/07

22/10/08

22/10/14

22/10/15

22/10/15

22/10/15

22/10/15

22/10/22

22/11/21

/1ヽ 計

燃え殻 (石炭灰 ) 1,050kg

1,630kg

2,680kg

6,290kg

1,640kg

1,360kg

1,440kg

11,200kg

10,100kg

9,300kg

0,340kg

0,560kg

47,590kg

0,921ゴ

1.430ず

2.351だ

5.518∬

1.439ィド

1.193∬

1.263ポ

9.825rド

8.860ィ ド

8.158ポ

0.298ポ

0.491だ

41,746rだ

埋立て 津の浦最終処分場 0.921だ

1430笛

2.351笛

5.518言

1.439rド

1.193雷

1.263だ

9.825rだ

8.860だ

8.158笛

0.298笛

0.491雷

41.746∬

1

月
∫

3
月

23/01/16

23/03/23

23/03/23

23/03/24

燃え殻 (石炭灰 ) 0,060kg

2,810kg

1,420kg

1,490kg

2,020kg

3,350kg

1,910kg

2,040kg

0,960kg

16

0,053雷

2465笛

1.246笛

1.307言

1772笛

2.939rだ

1.675∬

1.789rド

0.842rド

0.000笛

14.088rだ

埋立て 津の浦最終処分場 0.053rド

2.465だ

00531ド

2.719爾

4.035∬

2.395∬

5.728だ

0.228rド

1.588rだ

1.254笛

14,088rド

23/03/24

23/03/25

23/03/25

23/03/29

23/03/29

小  計

年 度 合 計 93,960kg 82.4211ド 82.4211ド



様式第二号の人(第人条の四の五関係)

(第 1面)

産業廃棄物処理計画書

2023年  6月   19日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

提出者

住 所 佐賀県佐賀市成章町 6番 5号

氏 名 大和ハウスエ業株式会社 西九州支店

支店長  滝川 祥弘

電話番号 095外277477

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第 9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事 業 場 の 名 称 大和ハウスエ業株式会社 西九州支店

事 業 場 の 所 在 地 佐賀県佐賀市成章町6番 5号

計 画 期 間 令和5年4月 1日 ～令和6年3月 31日

当該事業場において現に行つている事業に関する事項

① 事 業 の 種 類 D06 総合建設業

② 事 業 の 規 模 完成工事高 12,383百 万円

③ 従 業 員 数 114名

④産業廃棄物の一連

の処理の工程
別紙の通り

(日 本産業規格 A列 4番)



(第 2面 )

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

大和ハウスエ業僻本社
安全管理部

支店長

大和ハウスエ業帥西九州

廃棄物管理責任者

集合住宅工事課住宅ェ事課

【前年度 (令和4年度)実績】

男明氏の とお り産業廃棄物の種類

t別紙のとお り   t排  出  量

・各施工現場における廃乗物分別の徹底。

・法令を遵守し適正に委託処理するとともに、マニフエストの適正

管理の徹嵐

(こ れまでに実施 した取組)

【目標】

別紙のとおり産業廃棄物の種類

t別紙のとおり   t排   出  量

(今後実施する予定の取組)

これまでの取組を継続して実施ます志

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する

・コンクリートがら・アスとンがら。その他がれき類・がラス陶磁器くず・廃フ
°
ラ

・金属くず・混合・石綿含有産業廃棄物・建設汚泥・紙くず・木くず

取組)

(今後分別する予定の産業廃索物の種類及び分別に関する取組)

継続して取り組みます。
②計画

産業廃棄物の分別に関する事項



(第 3面 )

【前年度 (令和4年度)実績】

産業廃棄物の種類

tt自ら再生不1用を行つた

産業廃葉物の量

産業廃棄物の種類

t

産業廃棄物の量

ら再生利用を行う

自ら行 う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

産業廃棄物の種類

t自ら熱回収を行つた

産業廃棄物の量

現状

tt
自ら中間処理により減量した

業廃棄物の量

【目標】

産業廃棄物の種類

t
自ら熱回収を行う

産業廃葉物の量

t自ら中間処理により減量する

産業廃棄物の量

自らイ子う産業廃棄物の中間処理に関する事項



(第 4面 )

【前年度 (令和4年度)実績】

産業廃棄物の種類

現状

業廃棄物の量

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つた

(こ

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

産業廃棄物の種類

tt

現状

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への

理 委 託 量

処 理

の

量

処 理 委 託 量
認定熱回収

t
認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量



(第 5面 )

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙の通 り

全 処 理 委 託 量 別紙の通り   t t

t t

t t

t t

t t

(今後実施する予定の取組)

継続して取り組みます。

※事務処理欄



(第 6面 )

備考

1 前年度の産業廃案物のマ発生量が1,000ト ン以上の事業場ごとに 1枚作成すること。

2 当該年度の6月 30日 までに提出すること。

3 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従つて記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額 (前年度実績)、 建設業の場合における元請完成

工事高 (前年度実績)、 医療機関の場合における病床数 (前年度末時点)等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程 (当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入すること。

4 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行 うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行つた産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによつて減量した量について、前年度の実績、日標及び取組を記入すること。

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、握良認定処速業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)であ

る処理業者へ♂)焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者必外の熱回収を行つている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、日標及び取組を記入すること。

6 それぞれの相に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のどおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「一」を記入すること。

7 ※欄は記入しないこと。



第1面 ④ 別紙1

※工場デポ

l… … 歯 … … J

一

委託処理部分の範囲

廃棄物の流れ

廃棄物発生源 処理・処分

燃料破砕廃プラスチック類

燃料焼却・溶解

有価

有価金属くず

選別・破砕 再生路盤材ガラスくず及び陶磁器くず

焼却・溶解 再生路盤材

紙くず

木材チップ破砕木 くず

石盲ボー ド溶解石膏ボー ド

選別 '破砕 再生路盤材がれき類



発生源

第1面 ④ 別紙2

※lttl西菱環境開発

廃棄物

※

委託処理部分の範囲

一

 廃棄物の流れ

処理・処分

「
I

I

有価紙くず

再生 (プ ラスッチツク原料 )破砕廃プラスチック類

埋 立廃プラスチック類(石綿含有)

再生紙紙 くず

再生 (セ メント,燃料)破砕木 くず

再生 (セ メン ト)破砕繊維 くず

再生 (製鉄原料)破砕金属 くず

再生骨材 (砕石)破砕ガラ陶 (そ の他)

埋 立ガラ陶 (石綿合有)

再生 (石青ボー ド原料・再生紙・セメント

原料・土地改良材)
破砕・分別ガラ陶 (石膏ボー ド)

再生 (ガ ラス・路盤材・鉄・アルミ製品
蛍光灯用水銀)

ガラ陶 (水銀使用製品)

破砕
再生 (ア ルミニウム合金・路盤材・カレッ

ト)
ガラ陶 (太陽光パネル)

再生骨材 (砕石)破砕コンクリー トがら

再生骨材 (砕石)'再生アスフアル ト破砕アスファル トコンクリートがら

再生土破砕がれき類

埋 立がれき類 (石綿含有)

再生土固化汚 泥

破砕 埋 立混合廃棄物(解体系)

!

!_

“
― 曲 中

… … … … … … … … … … … … … … … …
]

:

l

l



様式第二号の人 (第人条の四の五関係別紙)

(第 2面 )

t

tt

t

t十

tt

tt

本くず

21_350 t

木くず

26600 t

繊維くず

0120 t

繊維くす

0150 t3_200 t

2.560 t

廃フ
°
ラスチック類

27000 t

湊プラステッタ類

21_600 1

金属くず

104_590 ■

金属くず

130740 t

紙 くず

16030 t

紙 くず

20.040 t

がれと額
(石緯含有)

64_000 t

がれき類
(石蔦▼I含 有)

51.200 t583420 t

がれき類

729_280 t

がれき類

0.040 t

0030 上

"‐

ラスくず及び陣〕種
器くす

48.210 t

)・ テスくず及び陶磁
器くず

38.560 t

【目標】

産業廃乗物の種類

排  出  量

【前年度 (令和 4年度)実績】

産業廃棄修の種類

排  出  量

②計画

①現状

(第 3面 )

t

t

t

tt

t

t

tt

t

t

t

本くず

t

木くず

t

繊維 くず

t

綴維 くず

tt

t

t

廃フ
・
ラスチック類

廃フ
°
テ斤ック類

t

金属くず

t

金属くず

紙くず

t

紙くず

＼

t

漂漱湾嘲ヽ蛭1“会栂

t

t

【目標】

t

＼  tt

＼

t

＼

年度)実績】

産業廃棄物のが

産 業 廃 棄 物 の 量
つ た

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

①現状

②計画

に関する事項

本くず

木 くずくず

紙くず

紙くず

〕
`れ

を顕 (石″1台
'】

t

t

t

②計画

①現状

繊維くず金属くず 廃ア・テ牙ック頼

廃フ・金属くず

の 量産 業 廃 棄

の 量産 業 廃 棄

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

産業廃棄物の種類

自ら中間ええ理 によ り減量する

産 業 廃 秦 物 の 量

を行つた
産 薬 物 の 量

自ら中問処理によ り減量 した

【目標】

産業廃棄物の種類

回収を行う

【前年度 (令和  年度)実績】



様式第二号の人 (第人条の四の五関係別紙)

(第 4・ 5面 )

t

と

t

t

t

t

t

t

t

t

t

t

t

t

t

t

t

t

t

t

セ

t

t

21■50 t

0000 t

0000 t

21.350 t

0_000 t

木くず

0000 t

0.000 t

8_120 t

0000 t

0120 t

繊維 くず

0000 七

2.560 t

2_560 t

0000 t

房プラステック
類 (石綿む右)

4:240 t

21600 t

0.000 t

21_600 t

廃ダ ラスチック類

104.590 =

OЮ00 t

0_000 t

6ヽ4tSOO t

0000 t

金属くず

16_030 t

0000 t

0(,00 t

16030 t

0_000 t

紙 くず

0000 t

0000 t

こ1200 t

51200 t

0000 t

8000 t

583■ 20 t

583420 t

木くず繊維くず金属くず紙くず

t

0000 t

0000 t

0.030 t

0_000 t

O080 t

t

0000 t

14300 t

38560 t

0000 t

t

本くず紙くずがれを諏 (石 納台仰 繊維くず廃ダ金属くず産業廃棄物の種類

【前年度 (令釉

木くず繊維くず廃プラスチック
類 (石 R「1台右)

0000 t

紙 くず

t

t

t

t

t

t

0000

廃フ・金属くず産業廃乗物の種類

全 処 理 委 託 量

【目標】

処 理 委 託 量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

再生利用業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

全 処 理 委 託 量

3年度)実績】【前年度 (

t

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

産業廃乗物の種類

た
量

却
行っの

分
を
物

勤
妙
秦

埋
入
廃

能
繹
業

海
産

産業廃棄物の種類

目標

は海洋投入処分に関する事項

②計画

②計画

①現状

①現状

自



 

 

様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

  令和５年６月３０日 

 

長崎県知事 大石賢吾 殿 

提出者                   

           住 所 長崎県雲仙市小浜町南本町7番地22           

氏 名  宅 島 建 設 株 式 会 社 

                               代表取締役 宅 島 寿 孝                

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名) 

電話番号 ０９５７-７５－０２２２    

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称   宅島建設株式会社 

事 業 場 の 所 在 地   長崎県雲仙市小浜町南本町７番地２２ 

計 画 期 間   令和５年４月１日 ～ 令和６年３月３１日  

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
①事 業 の 種 類 ０６ 総合工事業 

②事 業 の 規 模    売上高 ４，６８７，０５６千円 

③従 業 員 数      １０４人 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 

土木・建築・解体工事等 

①コンクリートがら 

アスファルトがら  →再生処理業に委託して、再生砕石として再資源化 

②木くず、金属くず →50ｋｍ以内に再資源化施設が場合は、再資源化施設

へ処理委託する 

 

 

(日本工業規格 Ａ列４番) 



 

 

(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

 

別紙１のとおり 

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（４年度）実績】※別紙２のとおり       

産業廃棄物の種類   

排 出 量 ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 
① 産業廃棄物の適正処理を確保するため、関連する法令、その他の規則を

遵守するとともに行政の環境施策に協力する。 

② 発生した産業廃棄物は自ら処理することを原則とし、処理業者に委託す

る場合であっても、収集運搬から処分に至るまで確認し的確に管理する。 

③ 最終処分量の削減、再生利用の拡大等について、数値目標及びその達成

時期を定め実施する。また、これら処理に関する目標及び計画は、定期的に

必要な見直しを行う。 

④ 廃棄物の処理について次に掲げる事項を実施し、また、関連会社にも必

要な指導を行う。 

発生抑制 ・発生抑制を考慮した施工方法を検討する。 

再生利用 ・作業所内及び他作業所での流用 

    ・再資源化施設への処理委託 

その他  ・処理業者と適正な委託契約を締結する。 

⑤ マニュフェスト伝票の管理を徹底する。 

②計画 

【目標】※別紙２のとおり  

産業廃棄物の種類   

排 出 量 ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

・木製型枠の使用抑制、鋼製型枠の使用推進 

・プレカット材使用の制限 

                   など 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

  ・各作業所において、廃棄物の分別ボックスを設け分別の 

徹底を図る 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

  ・分別ステッカーを作成し分別の必要性を認識させる 

 



 

 

（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（４年度）実績】  

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

・特に実施していない 

 

 

 

②計画 

【目標】※別紙２のとおり  

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

実施予定なし 

 

 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（４年度）実績】※別紙２のとおり   

産業廃棄物の種類   

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

・特に実施していない 

 

②計画 

【目標】※別紙２のとおり    

産業廃棄物の種類   

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

実施予定なし 

 

 

 

 



 

 

（第４面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（４年度）実績】  

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

実施例なし 

 

 

②計画 

【目標】※別紙２のとおり  

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

実施予定なし 

 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ① 現状 

【前年度（４年度）実績】※別紙２のとおり   

産業廃棄物の種類   

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

 

（これまでに実施した取組） 

委託基準に従って、産業廃棄物を委託できる業者を選定し、書面

による契約を実施している 

 

 

 

 

 



 

 

（第５面） 

 ②計画 

【目標】※別紙２のとおり  

産業廃棄物の種類   

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

 

【今後実施する予定の取り組み】 

・再生利用、熱回収が可能である廃棄物は、再生利用、熱回収ができ

る業者へ委託する 

・可能な限り優良認定処理業者から選定する 

※但し、再生利用業者への処理委託量以外については、数値目標を

昨年度に引き続き定めない 

 

 

 

 

※事務処理欄   



 

 

（第６面） 

備考 

１  前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。 

２ 当該年度の６月30日までに提出すること。 

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。 

 (1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

 (2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

 (3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

４ 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。 

 ５ 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

 ６ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙１

教育・啓発 実施報告

処理計画の確認 実施報告

指導等

計画の周知徹底 教育・啓発

現場員・協力業者

管理体制

役　員

工事担当部門長

社員 作業所所長 監督官庁



別紙2

優良認定処理業
者への処理委託
量

再生利用業者へ
の
処理委託量

認定熱回収業者
への処理委託量

認定熱回収業者
以外の熱回収を
行う業者への処理
委託量

優良認定処理業
者への処理委託
量

再生利用業者へ
の
処理委託量

認定熱回収業者
への処理委託量

認定熱回収業者
以外の熱回収を
行う業者への処理
委託量

がれき類 8,107.1 8,107.1 166.0 7,776.2 0.0 0.0 6,500.0 6,500.0 1,000.0 5,500.0 0.0 0.0

ガラス・コンクリート・陶磁器くず 2,771.2 2,771.2 0.0 13.3 0.0 0.0 200.0 200.0 0.0 200.0 0.0 0.0

木くず 745.0 745.0 0.0 745.0 0.0 0.0 600.0 600.0 100.0 500.0 0.0 0.0

汚泥 12.4 12.4 7.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

混合物 53.5 53.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

金属くず 60.0 60.0 0.0 60.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0

紙くず 75.6 75.6 0.0 75.6 0.0 0.0 60.0 60.0 0.0 60.0 0.0 0.0

繊維くず 2.6 2.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

廃プラスチック類 160.7 160.7 0.0 0.0 0.0 0.0 120.0 120.0 0.0 120.0 0.0 0.0

合　　計 11,988.1 11,988.1 173.7 8,670.1 0.0 0.0 7,530.0 7,530.0 1,100.0 6,430.0 0.0 0.0

排出量

【令和4年度実績】 【令和5年度目標】

排出量 令和4年度
全処理委託量

産業廃棄物の種類 令和3年度
全処理委託量



 

 

様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

  令和5年6月30日 

 

長崎県知事 大石 賢吾殿 

 

提出者                   

住 所 長崎市泉3丁目3番1号 

氏 名 竹下建設工業株式会社 

代表取締役 松川 正一 

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名) 

電話番号 095-848-0912 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称  竹下建設工業株式会社 

事 業 場 の 所 在 地  長崎県長崎市泉3丁目3番1号  

計 画 期 間  令和5年4月1日～令和6年3月31日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
① 事 業 の 種 類  総合建設業 

② 事 業 の 規 模  18.5億円/年 

③ 従 業 員 数  36人 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 

(日本工業規格 Ａ列４番) 



 

 

(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和4年度）実績】       
数量 優良認定業者 再生利用業者 認定熱回収業者 認定外熱回収業者

コンクリートがら 1350.3 1350.3

アスファルトがら 1272.3 1272.3

ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず・陶磁器くず 1100.1 1.5 1098.6

廃プラスチック 56.2 13.7 42.5

金属くず 26.3 2.7 23.6

建設汚泥 44.1 44.1

紙くず 2.7 1.3 1.4

木くず 732.3 18.1 714.2

管理型混合 9.0 9.0

廃石綿等 0.3 0.3 0.0

4593.6 37.6 4556.0 0.0 0.0計

種類

 

（これまでに実施した取組） 

   ・分別の徹底 

  ・再生利用業者への処理委託の徹底 

  ・優良認定処理業者、認定熱回収業者の利用 

② 計画 

【目標】分別の徹底 

（今後実施する予定の取組） 

・分別の再徹底と再教育 

  ・再生利用業者への処理委託の徹底 

  ・優良認定処理業者、認定熱回収業者の利用 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

・ｺﾝｸﾘｰﾄがら、ｱｽｺﾝがら、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず・陶磁器くず、 

 その他がれき類、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ、金属くず、建設汚泥、紙くず、 

木くず 

・廃棄物仮置場内に置場の明示と分別の再徹底と再教育 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

・ｺﾝｸﾘｰﾄがら、ｱｽｺﾝがら、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず・陶磁器くず、 

 その他がれき類、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ、金属くず、建設汚泥、紙くず、 

木くず 

・廃棄物仮置場内に置場の明示と分別の再徹底と再教育 



 

 

（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

①現状 

【前年度（     年度）実績】 

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

①現状 

【前年度（     年度）実績】  

産業廃棄物の種類   

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

 

②計画 

【目標】   

産業廃棄物の種類   

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

 



 

 

（第４面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

 

①現状 

【前年度（     年度）実績】 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ① 現状 

【前年度（令和4年度）実績】 

数量 優良認定業者 再生利用業者 認定熱回収業者 認定外熱回収業者

コンクリートがら 1350.3 1350.3

アスファルトがら 1272.3 1272.3

ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず・陶磁器くず 1100.1 1.5 1098.6

廃プラスチック 56.2 13.7 42.5

金属くず 26.3 2.7 23.6

建設汚泥 44.1 44.1

紙くず 2.7 1.3 1.4

木くず 732.3 18.1 714.2

管理型混合 9.0 9.0

廃石綿等 0.3 0.3 0.0

4593.6 37.6 4556.0 0.0 0.0計

種類

 

 
 

  

 

（これまでに実施した取組） 

・優良認定業者への委託 

・再生利用業者への処理委託 

 

 

 

 



 

 

（第５面） 

 ② 計画 

【目標】分別の徹底、再生利用の推進 

 

（今後実施する予定の取組） 

・分別の再徹底と再教育 

・再生利用業者への処理委託の徹底 

・優良認定処理業者、認定熱回収業者の利用 

 

※事務処理欄   



様式第二号の人 (第人条の四の五関係 )

(第 1面 )

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成 したので、提出します。

産業廃棄物処理計画書

令不日5年 6月 20日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

提出者

住 所 長崎市中里町2178番 地

氏 名 株式会社 たらみ 和田 富

(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

電 話 番 号  095-839-1111

株式会社たらみ 小長井工場事 業 場 の 名 称

諫早市小長井町小川原浦 1690-1事 業 場 の 所 在 地

令不日5年 4月 1日 ～令和 6年13月 31日計 画 期 間

食料品製造業 (フルーツデザー トの製造)①事 業 の 種 類

令和 4年度出荷額) 17, 358, 311, 401円②事 業 の 規 模

640名③従 業 員 数

別紙の通 り
④産業廃棄物の一連

の処理の工程

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

(日 本産業規格 A列 4番 )

-516〕 80
〕

往

≒

ヽ
■



(第 2面 )

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙の通 り

排   出  量 t t

① 現状

(こ れまでに実施 した取組)

・動植物性残澄 (果肉)については細かく粉砕 し排水処理で処理する

ことにより拶F出量を抑制してきた。

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙の通 り

排   出  量 t t

②計画
(今後実施する予定の取組)

排水処理運転管理を専門業者委託により、高度な技術により排出量削

減に努める。及び、これまで実施 している取り組みを継続 して安定運

用する。

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

排出される産業廃棄物については、その種類ごとに保管場所や容器を

区別 して、分別の徹底を図つている。

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

上記の取り組みを引き続き継続する。②計画



(第 3面)

【前年度 (令和4年度)実績】

産業廃棄物の種類

OtOt自ら再生利用を行つた

産業廃棄物 の量

(こ れまでに実施 した敢組 )

① 現状

【目標】

産業廃棄物の種類

OtOt自ら再生禾1用 を行う

産業廃棄物 の量

(今後実施する予定の取組)

②計画

自ら行 う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

缶詰シロップ余剰汚泥産業廃棄物の種類

OtOt自ら熱回収を行つた

産業廃棄物 の量

553. 75t3318.1lt自ら中間処理により減量した

産業廃棄物 の量

(これまでに実施した取組)

缶詰シロップの飼料化を継続中

① 現状

【目標】

缶詰シロップ余乗1汚泥産業廃棄物の種類

OtOt自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量

512. 22t3069, 25t自ら中間処理により減量する

産業廃棄物 の量

(今後実施する予定の取組)

缶詰シロップの飼料化 (年間引取量の増加)

中間処理を減少させることにより、排水負荷の低減

余剰汚泥発生の低減。

②計画

自ら行 う産業廃棄物の中間処理に関する事項



(第 4面 )

【前年度 (令和4年度)実績】

産業廃棄物の種類

OtOt
自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つた

産業廃棄物 の量

(こ れまでに実施 した取組 )

① 現状

【目標】

産業廃棄物の種類

OtOt
自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物 の量

(今後実施する予定の取組)

②計画

自ら行 う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 (令和4年度)実績】

別紙の通 り産業廃棄物の種類

tt

tt
優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

tt
再生利用業者への

処 理 委 託 量

t
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
t

tt

全 処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

(こ れまでに実施した取組)

年に複数回の現場視察により、安定運用されているかの確認

① 現状

産業廃棄物の処理の委託に関する事項



(第 5面 )

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙の通 り

全 処 理 委 託 量 t t

t t

t t

t t

t t

(今後実施する予定の取組)

処理状況把握、数量の管理。

※事務処理欄



(第 6面 )

備考

1 前年度の産業廃棄物の発生量が1,000ト ン以上の事業場ごとに 1枚作成すること。

2 当該年度の6月 30日 までに提出すること。

3 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従つて記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額 (前年度実績)、 建設業の場合における元請完成

工事高 (前年度実績)、 医療機関の場合における病床数 (前年度末時点)等の業種に応 じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程 (当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入すること。

4 「自ら行 う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行 うに際して熱回収を行つた場合における熱回収を行つた産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行 うことによつて減量 した量について、前年度の実績、日標及び取組を記入すること。

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第 6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の 3の 3第 1項の認定を受けた者)であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、日標及び取組を記入すること。

6 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、婆該ギ栞lに 「別紙のと

お り」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が 3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「一」を記入すること。

7 ※欄は記入しないこと。



令和4年度 産業廃棄物処理状況
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０
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０
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０
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０

０
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０
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０

０
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０
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０
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０

０
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０
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再生利用量 (有償売却を含む)

B==bl+b2+b3

495.81

(40294)

12282.50

(113141)

22.67

(1971)

80.91

(8934)

1.547

(003)

6407.50

(629347)

294.98

(27647)

1660.97

(153547)

3813.92

(309961)

A

産業廃棄物
の発生量

植物性残さ

ガラス(ず、
コンクリートくず

陶磁器くず

合 計

廃プラスチック

金 属

木製廃パレット

余剰汚泥

廃酸(缶詰ンロップ)

産業廃棄物の種類

※ ( )内 の数値は処理計画における令和4年度目標



令和5年度 産業廃棄物処理予測 (目 標 )
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再生利用量(有償売却を含む)

B=bl+b2+b3

74.84

(8091)

1.43

(1547)

11361.31

(12282497)

5926.94

(64075)

27286
(29498)

1536_40

(166097)

2097
(2267)

3527_88

(381392)

A

産業廃棄物
の発生量

ガラス(ず、
コンクリートくず、

陶磁器(ず

合 計

廃プラスチック

金 属

木製廃パレット

植物性残さ

余剰汚泥

廃酸(缶詰シロッフ
°
)

産業廃棄物の種類

※ ( )内の数値は前年度実績



(別添)

製造工程および廃棄物発生フロー

水・液糖・香料 果肉缶詰

プラスチック容器

梱包資材

籐

ヽ
プ

,|||IⅢ

開缶・果肉検リー

填・蓋シー

品 出



対象廃棄物 保管場所 保管設備の種類・能力

汚泥 麒 ケー→ 工場敷地内 (り F水処理場 ) 自立式ホッパー (10だ×2基 )

廃酸 (ンロッフ
°

) 工場敷地内 ステンレスタンク (30ポ×2号動

植物性残 さ 〃 プラスチックカー ト

廃プラスチック 〃 工場内廃材庫

木製廃パレット 〃 アナ

産業廃棄物処理方法

a.保管

b.収集運搬・処理

C 中間処理

d.最終処分

対象廃棄物 委託の有無 委託業者名

対象廃棄物 委託の有無 委託内容 委託業者名

汚泥 (脱水ケーキ)

有

収集運搬・堆肥化 (有)野口

(飼料化以外)

植物性残さ 収集運搬・堆肥化

(株)イ ケダ木製廃パレント 収集運搬・固形燃料化

廃プラスチック 収集運搬・固形燃料化

対象廃棄物 委託の有無 処理設備の種類・能力、委託業者名

イ翻已 有
多重円板型脱水機 ;80kg‐ ドライSS/h(当 事業場内/
処理業者 V「 ユーティリティーズサービス株式会社

廃酸 (シ ロップ) 有 当事業場りF水処理施設
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